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か。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○町田義昭議長 質疑もないので、質疑を終結い

たします。 

 まず、日程第１、議案第33号 平成22年度長

井市一般会計補正予算第８号の１件について、

討論の通告がありませんので、討論を終結し、

採決いたします。 

 議案第33号について、予算特別委員長の報告

は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○町田義昭議長 起立全員であります。 

 よって、議案第33号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第２、議案第34号 平成22年度長

井市国民健康保険特別会計補正予算第２号から、

日程第９、議案第41号 平成22年度長井市後期

高齢者医療特別会計補正予算第２号までの８件

について、討論の通告がありませんので、討論

を終結し、一括して採決いたします。 

 議案第34号から議案第41号までの８件につい

て、予算特別委員長の報告は、いずれも原案可

決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○町田義昭議長 起立全員であります。 

 よって、議案第34号、議案第35号、議案第36

号、議案第37号、議案第38号、議案第39号、議

案第40号、議案第41号の８件は、予算特別委員

長報告のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第10、議案第42号 平成22年度長

井市水道事業会計補正予算第３号の１件につい

て、討論の通告がありませんので、討論を終結

し、採決いたします。 

 議案第42号について、予算特別委員長の報告

は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○町田義昭議長 起立全員であります。 

 よって、議案第42号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 

 

 日程第１１ 市政一般に関する質問 

 

 

○町田義昭議長 次に、日程第11、市政一般に関

する質問を行います。 

 ここで申し上げますが、３月定例会は、市議

会の申し合わせにより、会派代表、政党代表、

個人の順に質問を行うこととされております。 

 なお、会派代表質問に限り、関連質問を認め

ます。質問の時間は、答弁を含めて60分以内と

なっておりますので、ご協力をお願いいたしま

す。 

 初めに、会派代表質問を行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 鈴木悟司議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位１番、議席番号２番、鈴木

悟司議員。 

  （２番鈴木悟司議員登壇） 

○２番 鈴木悟司議員 おはようございます。 

 ３月定例会の一般質問に際して、フォーラム

21会派として代表質問をさせていただきます。

内谷市長以下、当局の皆様におかれましては、

簡潔明瞭な答弁をお願いいたします。 

 質問の前に、私たち市議会議員にとりまして

任期４年の最後の議会になりました。４月には
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統一地方選挙が行われます。ご勇退を表明され

ておられる方々におかれましては、長井市のた

めに長年ご尽力されてきたことに敬意を表した

いと思います。まことにご苦労さまでございま

した。 

 市議会選挙に先立ち、県議会選挙が４月１日

に告示されますが、現段階で19選挙区の定員44

に対し、53人が名乗りを上げておりますが、11

選挙区で無投票が見込まれております。このま

まの情勢ですと、全体の４割近い16人が選挙を

行わずに無投票当選になってしまいます。地方

選挙は民主主義の活力源であり、地域が主役の

時代へと改革を進めなければなりません。公職

選挙法の改正が必要になりますが、競争力を高

めるためにも選挙区を大幅に再編すべき時期が

きているのではないかと思っております。 

 さて、最初の質問ですが、内谷市長の平成23

年度施政方針についてお伺いいたします。 

 内谷市長におかれましては、昨年の11月に無

投票で２期目のご当選をされました。これから

の４年間に対して意気込みを感じる施政方針だ

と思っております。そのことが施政方針のペー

ジ数、25ページになったのかはわかりませんが、

私の質問も項目が多くなってしまいました。時

間内で終わりますよう、ご答弁をお願い申し上

げます。 

 １つ目の組織機構の見直しについてお伺いし

ます。 

 長井市課設置条例の一部を改正する議案が出

されておりますが、この案ですと、商工観光課

から商工振興課と観光振興課の２つにすること、

建設課からまち・住まい整備課を分離すること、

福祉事務所に福祉生活あんしん課と子育て支援

課を新設することですが、職員構成が50歳代が

多い中で業務の縦割りが進み、協力して仕事を

することが薄れていくのではないでしょうか。

置賜市町の管理職割合から見ても、長井市の管

理職の数は多過ぎるのではないでしょうか。 

 ２つ目は「投資は外に広げず」という考え方

についてお伺いします。 

 最初に、本町の街路整備やかわまちづくり事

業などを進めていくことに対して反対するもの

ではありませんが、各地域で住民の方々がお願

いをしている項目は多岐にわたってあると思い

ますし、長井市そのものがコンパクトシティだ

と思いますが、市長の考え方をお聞かせくださ

い。 

 ３つ目の地域産業支援、エコノミックガーデ

ニングについてお伺いします。 

 エコノミックガーデニングの考え方は、米国

の地方自治体で実践された地域内中小企業の振

興策とのことですが、最初に実践したコロラド

州リトルトン市がどこにあるか、私もよくわか

りませんし、どのような取り組みだったのか、

この手法が長井市にマッチしているのか、そし

て、どのように進めていくのか、市民の方々に

わかりやすくお聞かせください。 

 ４つ目の長井市企業立地促進等補助金につい

てお伺いします。 

 今まで長井市の企業振興の政策、特に製造業

に対する企業誘致は非常に弱いことと、制度が

全く整備されていないのではないかということ

で企業振興室をつくり、企業立地のため、新た

な条例を設定し、基金もつくりたい考えだった

と思います。特に今は企業振興を強く推し進め、

雇用の拡大をしていかなければならないと思い

ます。平成23年度予算で、基金の１億2,000万

円にもう少し上積みすべきだったのではないで

しょうか、お聞かせください。 

 ５つ目の長寿祝賀事業と敬老祝賀事業につい

てお伺いします。 

 長井市の長寿祝い金を支給することについて

は、内谷市長になってからの平成19年４月に条

例改正され、100歳の支給金額を10万円から５

万円に変更され、平成20年４月に条例を廃止し、

祝い品支給に変更されました。議会としても苦
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渋の決断で廃止を決めてきた経過があります。

敬老祝賀事業補助金についても、敬老会を中止

している地区もある中で、あえて全員分の予算

を計上したことで、全部の地区に敬老会の実施

をお願いしていくのか、各地区の負担にはなら

ないのか、そして全体の長寿敬老事業の予算が

1,000万円を超える額となっています。長寿を

祝福すること、敬老思想の高揚を図ることは大

切なことだと思いますが、予算の使い方につい

て検討すべきではないでしょうか、お聞かせく

ださい。 

 ６つ目の長井工業高校の学科減に対してお伺

いします。 

 先月25日に県内公立高校の一般入試願書受け

付けが締め切られました。全日制全体でも定員

割れとなったようです。長井工業高校には160

名の定員に対して149名で、実質倍率0.93倍の

ようでした。ちなみに荒砥高校は80名の定員に

対して58名で、実質倍率が0.71倍のようです。

西置賜地区の高校再編整備計画については、長

井工業高校が４学級を１学級減らして３学級に

することと、荒砥高校とのキャンパス化という

県教育委員会の方針説明でした。２月８日に学

校関係者の方々に集まっていただき、今後の長

井工業高校の学級学科存続等に向けた運動のあ

り方について、意見交換会が開催されました。

今後は４学科存続の市民運動を行うとの意思統

一がなされましたが、今後、どのような運動を

考えておられるのか、お聞かせください。 

 ここまでの質問に対しましては、内谷市長よ

りご答弁をお願い申し上げます。 

 続いての質問ですが、「３万人都市復活を目

指して」についてお伺いします。 

 ３万人復活に関する事業として２億9,800万

円余りの予算を重点配分したとのことですが、

昨年度から行われている事業については、しっ

かりとした検証をして新年度の事業を展開する

ことが必要だと考えております。その中で市民

直売所、菜なポートの平成22年度の実質的収支

についてお聞かせいただきたいと思います。 

 予算特別委員会の中でも商工観光課長から説

明もありましたし、農林課から４月から２月ま

での販売額の概要はお聞きしましたが、手数料

収入や運営経費、人件費などについて明細を出

していただきたいと思います。 

 ３年間は県の緊急雇用などで人件費を見るよ

うですが、本来、直売所が自立できるようにな

らなければいけないと考えます。そのことと平

成23年度予算で、ふるさと雇用再生特別基金事

業費補助金900万円について、説明では「農産

物魅力創造推進事業で菜なポートの運営により

農産物の有効活用を模索し、加工等により魅力

創造を行う」などとありますが、具体的にどの

ような補助金になるのか、農林課長よりお聞か

せください。 

 次に、広報ながい別冊タブロイド発行事業に

ついてお伺いします。 

 人口減少を防ぐ一助となることを目的に発行

するわけですが、市外の観光施設やスーパーな

どに配置を考えているようですが、具体的にど

この施設にどれくらいお願いしていくのか、お

聞かせください。それと、22年度に発行された

タブロイド版に対して市民からのご意見はどう

だったのか、総務課長よりお聞かせください。 

 次に、婚活支援事業についてお伺いします。 

 ３万人都市復活を目指す上で大変重要な事業

だと思いますが、10年後、20年後にどの程度人

口減少を食いとめられるのか考えることが現実

的だと思います。婚活支援のためのサポーター

を配置することやモンテディオ山形応援ツアー

の企画とありますが、この事業こそ、きちっと

コーディネーターを配置して結婚まで進めてい

ただきたいと思いますが、市民課長にこの点は

お伺いいたします。 

 次に、はなぞの保育園と清水保育園の統合に

ついてお伺いします。 
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 保育園を統合して改築していくことは十分に

理解できますが、用地の選定について清水町浄

水場跡地が最有力候補としたことに対して、も

う少し慎重に考えていただきたいと思います。

面積が狭いため、２階建てになってしまうこと

や子供たちの遊び場は十分確保できるのか、保

護者や職員の駐車場の確保はどうなのか、ゼロ

歳児から５歳児までの子供たちが過ごしやすい

環境の場所を選定するには、市の用地にこだわ

らず探すべきではないのか、広く探してみたの

か、お答えください。 

 それに、学校法人で認定こども園の整備計画

もあるのであれば、しっかりと慎重に調整を図

るべきではないのか、福祉事務所長にお伺いい

たします。 

 そのことと保育士の採用について市から十分

な補助金を社会福祉協議会に出しているようで

すが、臨時採用が多いと聞いていますが、現状

についてお聞かせください。 

 最後に、除雪路線以外の市道の開通について

お伺いします。 

 ３月に入り、積雪も少なくなったと思いまし

たが、きのう、きょうとまた真冬に戻ったよう

な気がしております。除雪路線以外の部分に対

しては、除雪作業に入られた場所もあったよう

ですが、今後の予定を建設課長よりお聞かせく

ださい。 

 多岐にわたる質問になりましたが、細部に関

しましては、会派の皆様の質問をしていただく

ようお願いを申し上げまして、壇上からの質問

とさせていただきます。ご清聴ありがとうござ

いました。（拍手） 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 鈴木悟司議員、フォーラム21の代表質問に対

しましてお答えさせていただきます。 

 鈴木議員の方からは、多岐にわたりまして11

項目、質問いただきましたが、そのうち私の方

では６項目の答弁ということでございますが、

ぜひ２点目の３万人復活に関しても、２点ほど

考え方を申し上げさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

 まず、第１点目の組織機構の見直しでござい

ますが、議員ご指摘のように職員構成が50代が

多い中で業務の縦割りが進み、協力して仕事を

することが薄れているのではないか、あるいは

置賜の各市町から見ても、管理職の数が多いん

ではないかということでございますが、これは

議員ご指摘のとおりでございます。 

 まず、縦割りのため協力体制が意識として薄

いんじゃないかということでございますが、原

因として、なぜそうなったのかというふうに私

が考えておりますのは、まず、やはり50代職員

が半数近くを占めておると。すなわち逆ピラミ

ッド、部下が少ない役職の職員が多いという中

で、昇任と人事に対する長年にわたる根強い不

満があるんじゃないかなというふうに私は最初

４年間、市長を務めさせていただいて強く感じ

たところでございます。そんなことから、私の

１期目の４年間の人事は確かに管理職も多くは

なりましたが、バランスをとった人事をしたつ

もりでございます。結果としては、非常に協力

体制がとれたところ、あるいは同じ課の中でも

例えば30人近い職場が幾つかございますけども、

見事に縦割りだったのが連携がとれてきたとい

う事例もあったと思います。一方で職員数はそ

んなに多くないんですが、仕事の業務内容が多

岐にわたり、なおかつ非常に新たな業務が多い

という職場については、それ以前の課題であっ

たんではないかなと、そのように思っておりま

す。 

 また、行革をずっと進めてきたということも

あって、職員を過去10年ぐらいの間で見てみま

すと、30％ぐらい職員を削減しております。例

えば20人の職場だったところが14人になってし

まったわけですから、さらに職員みずからいろ



 

―４７― 

＋

んな事業をしたいという予算を計上しても、そ

れを残念ながら予算上認めることができなかっ

たという事例がたくさんあって、モチベーショ

ンが下がってる状況にあったんではないかと、

そんなことを私としては考えておりました。 

 そういった意味から今回の組織については特

に重要な課題である産業振興、すなわち、これ

は雇用をどういうふうにして守るか、あるいは

雇用を創出するかという部分のところに一番意

を用いたつもりでございます。 

 次に、これからコンパクトシティ、２点目に

も入るわけですが、進めていく中で何といいま

しても長井市は中心市街地をどういうふうに活

性化させていくかということが、最大の課題で

あろうと。そういった意味で建設関係の部分、

さらにはこれから少子化の中で、あるいは高齢

化の中で福祉、子育て、介護、医療等々を含め

てどういうふうにして充実させていくかという

ところで、そこの部分に特に職員の一人一人の

能力を発揮できるような、そんな組織を考えた

ところでございます。 

 一番最初の、答弁が長くなって恐縮でござい

ますが、私から申すまでもなく、市役所といい

ましても行政といいましても一つの経営体でご

ざいますので、そういってみれば、「企業は人

なり」というふうに申します。組織構造にしま

しても、人のエネルギーがあってこそのもので

あると私は思ってます。これはドラッカーあた

りも言ってますが、そのためには職員、人の最

高の力を発揮してもらう、また、最大の貢献を

してもらうための手だてを講じなきゃいけない

と、そのように基本として考えておりまして、

そういった意味で今回の組織改革をさせていた

だきたいということでございます。 

 急ぎます。２点目でございますが、投資は外

に広げずという考え方でございますが、これは

少し言葉足らずでございますけれども、私が申

し上げてるのは、新たな施設を都市計画区域外

には極力つくらないという考え方でございます。

一方で、これから人がどんどん減っていく中で、

あるいは高齢化する中で生活環境、これはいわ

ゆる道路とか、あるいは安全・安心のハードも

含めた部分でございますけども、それはむしろ

今まで以上に力を入れていかなきゃいけないと。

ただし、ハードについては計画的に進めなけれ

ばならないというふうに思っておりますので、

そういった意味では各地区の、中央地区含めた

市内６地区の均衡ある整備といいますか、これ

を進めていく考えには変わりございませんが、

まずは中央地区、中心市街地を活性化すること

が長井市全域の振興、すなわち雇用にもつなが

る、活力につながると、そういう考え方でござ

います。 

 ３点目の地域産業支援、エコノミックガーデ

ニングでございますけれども、これにつきまし

ては、企業誘致をあきらめてるわけではござい

ませんが、これだけに頼らず、もう既に21年度

から進めておりますが、地元の、特に長井はも

のづくりのまちと言われてますので、製造業を

中心とした中小企業を成長させることにより、

地域経済を活性化させる目的でございます。そ

して地元企業を育てる環境、地域の土壌をつく

るという政策でございます。21年度から進めて

おります産業支援、産業振興コーディネーター、

すなわち自動車産業の受注を、地元企業の受注

を拡大するため、あるいはトヨタのグループ企

業が国内第３拠点として東北に立地しましたの

で、それらの受注あるいは関連した企業誘致を

目的にやっております。 

 また、22年度からは観光振興コーディネータ

ーということで、さらに観光産業をどのように

して育成していくかという部分で努力している

ところでございますが、少し時間もありません

が、議員から依頼ありましたアメリカのコロラ

ド州のリトルトンの事例でございますけども、

これは1980年代から行われてきたということで
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ございます。企業誘致は比較的短時間に雇用の

拡大をもたらしますけれども、経済のグローバ

ル化が進んでる中で、誘致は非常に難しい状況

にあるということも現実でございます。また、

誘致した後に転出するということもあるわけで

ございます。そこで、実際の雇用拡大に影響し

ている従業員が10名から100名未満の企業の成

長に注目しました。地元企業が成長する環境を

つくる施策が進められたということでございま

す。エコノミックガーデニングに定型的な形と

して手法があるわけではないのですけれども、

先進例の共通点でございますけれども、自治体

の機関やＮＰＯが実施主体となり、伸びようと

する企業や商品を支援し、成長できる環境をつ

くるものだということでございます。支援方法

は例としてマーケティング等の情報の提供、企

業連携、情報発信、事業継承、金融機関との連

携、事業の調整等の各支援が行われております。

こうした支援の結果としてリトルトン市では、

雇用の状況あるいは税収の増加を画期的に飛躍

的に伸ばしたということでございます。 

 なお、長井市としても23年度からは、ふるさ

と親善大使ということで今まで進めてきたネッ

トワーク化ですね、長井出身の方あるいは長井

を応援していただいてる方から、いろんな情報

もいただくということなども考えたところでご

ざいます。 

 時間の方がございませんので、先に進めさせ

ていただきます。 

 次に、４点目でございますが、企業立地促進

等補助金についてということでございますが、

私としては23年度の、これは目玉事業にしたい

という考えはありました。そのため、現在の基

金は非常に消極的な基金でございます。かつて

長井に立地しようとした企業の補助金を返還い

ただいて、なかなか立地できないということで、

それを積み立てて立地されるのを待ってたとい

うことで、途中で一部、少し拡大解釈して、そ

れ以外の企業も立地した場合、使えるというも

のでございましたが、これを考え方を新たにし

て、むしろこの１億2,000万円を原資として産

業振興をより図る、そのための基金にしたかっ

たんですが、残念ながら昨年の９月議会でこの

辺、説明不足で理解が得られなかったというこ

とで基金がそのまま残りましたので、これを内

容を変えまして、いわゆる地元の企業でも、あ

るいは製造業に限らず使えるものにしたいとい

うことにいたしました。 

 そこで１億2,000万円が少ないのではないか

ということでございますが、残念ながら今回、

戦後有数の豪雪に見舞われたということで、こ

ちらの方は通常の１億5,000万円ぐらいであれ

ば、恐らく5,000万円とか１億円まで積めるか

どうかですけども、そのことができたかもしれ

ませんが、残念ながら非常に多かったというこ

とで、そのままにならざるを得なかったという

部分もございます。しかし、これは、このたび

議案として出させていただいております財調の

方にさらに１億円積ませていただきまして４億

6,000万円近い財調ができるわけでございます

ので、23年度予算１億2,000万円で足りないよ

うな状況があれば、ぜひこれは議会の皆様から

もご了承いただいて、こういったところから必

要であれば、さらに使わせていただければあり

がたいというふうに思ってるところでございま

す。 

 ５点目の長寿祝賀事業と敬老祝賀事業につい

てでございますけれども、議員からご指摘ござ

いましたように、財政危機からやむを得ず長寿

祝い金支給を休止するため、廃止をした長寿祝

い金条例でございましたので、財政がある程度

回復した現在、長寿祝い金条例をぜひ復活させ

ていただいて長寿をお祝いするとともに、長寿

を支えているご家族の方にいろんなご苦労があ

るかと思いますので、本当５万円というと気持

ちだけだというふうに思っておりますが、ぜひ
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お祝い金として支給ができるように条例設定を

提案させていただきたいというふうに思ってお

ります。確かに廃止する際は、「条例だけでも

残したらいいんじゃないか」というご提案がい

ろいろございました。しかし、思いがけず短い

期間に市民の皆様からもご協力いただきまして、

ある一定程度の財政の再建が進んだと、健全化

が進んだというふうに判断されましたので、今

回改めてお願いするものでございます。 

 なお、この長寿祝い金の復活については、私

どもも地区長会連合会の方にもいろいろご相談

をさせていただいて、連合会の方からも、それ

はいいことであるから、ぜひ進めるべきではな

いかというようなことを意見としていただいて

おります。せんだって行われました西根、あら

町地区座談会等でも長寿祝い金の要望をぜひす

べきだというようなことを逆に受けているとこ

ろでございます。これまで財政状況が厳しく、

いろんな事業の廃止、削減をして市民の皆様に

ご不自由をおかけしまして、あるいは我慢をお

願いしましたが、今年度からは、全体的に事業

を見直しできるところから一歩ずつ、平成18年

度並みに戻したいというような考えでございま

す。 

 敬老祝賀事業のうち敬老祝い事業については、

これも平成22年度に財政が最悪の状況を脱した

ということから、敬老会委託事業を復活させて

いただきたいということを地区長連合会の方に

ご相談いたしました。その段階で連合会の方か

らは、委託事業はなかなか地区によっては受け

入れられないところがあるので、いわゆる地区

の負担分が大きいということもありまして、こ

れを断念しまして、菓子等の祝い品の事業とし

て現在行わせていただいておりますが、23年度

の事業あるいは予算について地区長連合会と意

見交換した中で、地区長会連合会の方から、今

も頑張って地区として敬老事業として行ってい

るところがたくさんあるんだと。ぜひそれらに

ついて支援をしてほしいというように、逆に地

区長連合会の方からのご要望でございます。そ

んなことで予算としては全員分を計上しました

が、実際のところは地区独自の予算、あるいは

敬老会をして集まって祝賀会をする際に会費を

出席者ご本人からいただいてる地区なども含め

ますと、78地区、56.1％が何らかの形で実施し

ていらっしゃいます。そんなことで、それはそ

れぞれの地区のご判断に任せますが、いろんな

事業、敬老会として例えば赤飯を、あるいは紅

白まんじゅうを配ることでもいいと思います。

そういったことに対して、ぜひ市としてご支援

をさせていただきたいということで計上したも

のでございます。そんなことでご理解いただき

たいと思います。 

 次に、６点目の長井工業高校の学科減に関し

てでございます。今後の運動、どう考えている

かということでございますけれども、１月31日

に開催されました西置賜地区の高校再編整備計

画に係る地域説明会では、146名の市民の皆様

に参加をいただきまして、いろんな切実な要望

やご意見をいただきました。既に私ども長井市

と工業高校の同窓会、体育文化後援会、ＰＴＡ

とそれぞれに県の教育委員会教育長あてに要望

書を出してるところでございます。また、議会

としては昨年12月末に、これは知事あて、それ

から県議会、議長も含めて、ちょっと内容は若

干違いますけども、同じような要望を教育長も

含めて要望書を出していただいております。 

 そんなことから、今後どういった活動をすべ

きかということで議員からもありましたように

２月８日に意見交換会をしたところでございま

す。一致するところは、やはり４学科存続の市

民運動を行うんだということを一致いただけま

した。ただし、具体的にどういう内容で署名運

動を行うか、どういった形で市民運動を行うか

等々については、その方法論で再度意見交換を

しなきゃいけないということでございますので、



 

―５０― 

＋ 

＋

＋

＋

今月の中旬にこういったことを予定してるとこ

ろでございます。ぜひ市民の皆様には署名運動

という形でご協力いただきたいと思いますし、

やはり私ども昨日も長井工業高校の卒業式、お

とといは長井高校の卒業式でございましたけれ

ども、私は特に感激したのは、長井工業高校の

男子生徒が本当に感激して泣いている生徒がた

くさんいらっしゃいまして、つい私ももらい泣

きしたんですが、本当にすばらしい高校だなと。

もちろん長井高校もまた違った意味で頑張って

おりますが、これだけ地域に貢献して、そして

地域とともにＯＢの方も含めた地域の企業が支

援してる高校なのに、なぜこんなことをしなき

ゃいけないのかという。確かに将来は子供の数

が減るということは、ある程度、明らかなわけ

でございますが、ぜひこれらについては、学科

存続ということで懇願してまいりたいというふ

うに思っております。 

 最後に簡単にですが、菜なポートと、それか

ら３万人復活についてちょっと触れてみたいと

思いますが、菜なポートにつきましては、実は

目的として過日の髙橋委員の予算総括でも申し

上げましたように、菜なポート自身で利益を上

げるということが第一の目的ではございません。

あくまでも農業振興と、それから園芸作物等々、

畑作の振興によって農家の所得をふやしてもら

う、あるいはレインボープランのブランドの野

菜をどんどんつくっていただきたいということ

が、まず第１点。 

 第２点目は、いわゆるアンテナショップとし

て加工品なども、いろんな市内の業者の皆さん

が新商品としていっぱい寄せていただいており

ます。これが話題となって例えば米粉のいろん

な商品とか、あるいは菓子の加工品とか、そう

いったものを菜なポートができたことによって、

いろんな試みがされています。さらには観光客

のまちなか誘導の一つの手段として考えてると

いうことでございますので、あくまでも３年間

は、利益ということよりも産業振興を優先して

いますので、それらについてご理解いただきた

いと思います。 

 最後に、３万人復活の考え方でございますが、

確かに人口はこれからどんどん減ることは、も

う推計の中で明らかであります。間違いなく減

ることは現実でございます。しかし、この５年

間の国勢調査でも東根市は570人ふえてるんで

すね。あるいはその前の５年間の調査では、高

畠町が若干ふえているということもありますの

で、それをきちんと分析しながら決してあきら

めず、まずは減少をどういうふうにしてストッ

プさせるか、そして、その後どうしてプラスに

転じて３万人復活させるか、まだ可能性は残っ

てるということでございますので、努力してま

いりたいと思いますので、ご指導、よろしくお

願いします。以上でございます。 

○町田義昭議長 飯澤常雄総務課長。 

○飯澤常雄総務課長 おはようございます。 

 鈴木悟司議員のご質問にお答えいたします。 

 私は、２番目の広報ながいタブロイド版の発

行の関係でございますが、置賜管内から申し上

げます。赤湯温泉の旅館業組合の方に400部お

渡しをしております。同組合加入の温泉施設15

軒に配っていただいております。それから次に、

山形市内でございますが、新しい観光施設であ

ります山形まるごと館紅の蔵、それから霞城セ

ントラル、山形観光情報センター、そして村山

地方を中心に展開しておりますスーパーおーば

ん様、かっぱ寿司様等に配置をさせていただい

ております。県外でございますが、東京銀座の

山形県アンテナショップ、地場産業振興センタ

ー東京事務所等々にお配りを申し上げておりま

す。市外分として合計、これら合わせまして

5,000部ということでございます。 

 ２点目の市民の皆様からの反響はということ

でございますが、行政広報紙といたしましては

カラーで、大きさも大きいということで見やす
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いというご意見いただいておるところでござい

ます。以上です。 

○町田義昭議長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 鈴木悟司議員からは、婚

活支援事業こそコーディネーターを配置しては

というご提案いただいたことにつきまして、お

答え申し上げます。 

 私もコーディネーターの配置については、重

要な役割を果たすのではないかというふうに思

っているところでございます。現在、婚活支援

事業を行っている市民相談センターの方では、

この所長のほかに担当につきましては、婚活支

援のための事務職員を週２日お願いしていると

ころでございます。この職員につきましては、

婚活の事務を専門に行っていただいております。

山形県から委託を受けている県のコーディネー

ターと常に連絡をとり合っておりまして、情報

交換などしまして、婚活に関しては相当豊富な

知識を蓄積しておるところでございます。また、

婚活サポーターをリードしていただいておりま

すし、来年度予定してますモンテディオ山形応

援ツアーの企画や、あと、お見合いの設定とか、

ほかの市とか町とかの連絡調整も行いまして、

イベントの企画なども行いまして多くの業務を

していただいております。この職員をコーディ

ネーターとして進めて、何とか結婚まで進めて

いきたいもんだというふうに考えておるところ

でございます。以上でございます。 

○町田義昭議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 鈴木悟司議員のご質問にお

答えをいたします。 

 市民直売所、菜なポートの実質的収支につい

てというご質問でございますけれども、現時点

での想定でございます。３月末までには若干動

く可能性がありますことをご承知いただきたい

と思います。収入の主なものでございますが、

市からの委託料900万円、生産者手数料、加工

品手数料それぞれ生産者が15％、加工品手数料

が20％になっておりますが、この収入が1,190

万6,000円、これらで、そのほかの収入もござ

いますが、合わせまして2,391万6,000円ほどと

なっております。支出の主なものでございます

が、人件費が654万円、光熱水費などの需用費

が323万4,000円、広報などの普及推進費が140

万円、土地建物やＰＯＳレジというレジのレジ

スターがあるわけですが、などの賃貸料が416

万1,000円、あとサテライト施設と位置づけて

おります愛菜館、伊佐沢直売所、虹の駅への直

売所振興費が454万2,000円などとなっていると

ころです。ちなみに収入となっております生産

者加工品手数料と直売所振興費の差額は、直売

所の基礎的な収入ととらえることができるわけ

ですが、これが736万4,000円というふうになり

ます。収入から支出を差し引いた収支では

4,000円ほどの黒字というふうなことで、現時

点では想定しているところでございます。 

 続きまして、農産物魅力創造推進事業の具体

的な内容はというふうなことでございますが、

この事業につきましては、ふるさと雇用再生特

別基金事業費補助事業というもので、実施する

ものでございます。事業の内容につきましては、

市民直売所を核として生産拡大や品質向上に向

けた調査、栽培指導、市場調査と商品の試作、

レシピ等の作成を行うというふうに考えており

ます。雇用の人数でございますが、生産流通魅

力創造推進員というふうな形で２名、そのほか

パートを４名雇用する予定にしております。そ

の方々の中で加工品の試作、普及指導とともに

推進のイベントなども開催したいというふうに

考えているところでございます。以上でござい

ます。 

○町田義昭議長 小泉良一福祉事務所長。 

○小泉良一福祉事務所長 鈴木悟司議員のご質問

にお答えをいたします。 

 ３万都市復活を目指してということで、はな

ぞの保育園と清水保育園についてでございます
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が、まず、用地の選定についてでございます。

適地の条件として考えたのは、統合保育園の整

備できる敷地面積がおおむね基準と考えている

1,483平方メートルが確保できること、それか

ら交通渋滞が発生しないこと、小中学生の通学

路の安全確保が保てること、家屋密集度や周辺

環境が保育所運営に適した環境であること、市

に関係する土地で遊休地の活用が図れること、

都市公園などの法的制約がないことでございま

して、その中で清水町浄水場跡地が適当な土地

と考えたところでございます。 

 また、中央地区の旧宮地区の地区長さんで構

成されてます北部振興協議会でも、改築する保

育園の位置は長井線西側にしてほしいと要望を

受けております。もともとはなぞの保育園は、

あるいは清水保育園は長井線西側にあった施設

でございます。そして西側には保育園が少ない

ということもございまして、線路西側を適地と

考えたところでございます。 

 また、２階建てということになってるのでな

いかということでございますが、建設主体の社

会福祉協議会の説明によれば、厚生常任委員会

の協議会に説明した段階では、２階部分に５歳

児の保育室を設けることとしておりましたけれ

ども、３月３日、きのうでございますが、開催

をされました社会福祉協議会理事会において、

２階には保育所をつくらなくて配置できるとい

うことでございました。２階部分には会議室、

相談室、休養室、物置など、そういった施設を

配置するということになっております。子供た

ちの遊び場についての面積的なことでございま

すが、今回の考えてる部分では600平方メート

ルくらいをとることができました。基準として

おりますところを確保できるというふうに考え

ております。 

 保護者や職員の駐車場というふうなことでご

ざいますが、敷地外に配置するように社会福祉

協議会では申しております。 

 あと、学校法人の認定こども園の整備計画と

の調整でございますが、市内で新たに３歳未満

児を受け入れる幼保連携の認定こども園の整備

計画があることから、速やかに調整を進めてま

いりたいと思っております。学校法人の代表者

の方が、１月７日に保育園の経営について相談

をするために福祉事務所を訪れました。その後、

１月28日に幼稚園の指導官庁でございます県の

学事文書課で協議をされているようでございま

す。整備内容、補助金のこと、活用についての

指導を受けてるようでございまして、来年の７

月ごろ事前協議をして、補正としては９月ぐら

いにということでご指導を受けたようでござい

ます。今後ともそちらについては慎重にしてま

いりたいというふうに思っております。 

 また、最後でございますが、社会福祉協議会

の方に出している保育士の採用というふうな保

育士の数ということでございますけれども、市

では緊急雇用の職員、ふるさと雇用での委託で

ございますが、４名の方を配置をしているとこ

ろでございます。以上でございます。 

○町田義昭議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 おはようございます。 

 鈴木悟司議員のご質問にお答え申し上げたい

と思います。 

 除雪路線以外の市道の開通についてのご質問

でございます。平成22年度の長井市道路除雪計

画では、市道のうち幹線道路や生活道路として

の機能を持った市道などの除雪としまして、市

道総延長471.6キロメートルのうち328.9キロメ

ートルの車道の除雪を行っております。また、

歩道延長50.2キロメートルのうち38.1キロメー

トルの歩道除雪を行っております。 

 ご質問の除雪路線以外の融雪期における除雪

につきましては、平年並みの降雪であれば、ほ

とんどが３月末までに通行可能になっておりま

すが、ことしの大雪の年などにつきましては、

基本的に４月を待って順次、通行できない箇所
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の除雪を行い、開通する予定としております。

なお、未舗装道路につきましては、砂利などが

農地に入ることから、特別な事情がない限り除

雪は行っていない状況でございます。以上でご

ざいます。 

○町田義昭議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 どうもありがとうござい

ました。 

 かなり細かく質問事項をさせていただきまし

たので、時間的にどうかなと思ったんですけど

も、地域産業支援ということでエコノミックガ

ーデニングという言葉も私も今回、初めて聞か

せていただきました。自分なりにも一応は調べ

させていただきましたけれども、本当にそれが

うまくきちっと機能すれば、長井にマッチして

雇用の拡大という部分には非常に大きい部分が

あるのかなと思いますけども、なかなか初めて

聞いた部分もありましたので、やはりそのコー

ディネーターの力が非常に大きいんではないか

というふうに思います。やっぱりしっかりそこ

を企業と企業、なかなか非常に田舎というのは

人の足を引っ張ろうとする方が強いという、何

となく昔のイメージですと、我先にっていう感

じがあるんですけども、そこを本当にうまくで

きるのかなというのも少し心配なんですけども、

やはり。１年、ある程度コーディネーター置い

てしてきたわけですが、もう一度、その辺うま

くいってるのか、お願いします。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 産業振興コーディネーターにつきましては、

まず、このたび議会からもご承認いただいて２

年間、務めさせていただいております。お願い

してる方は豊田通商の方でありまして、これは

市内の企業の経営者の方から、実は東京の有名

企業の中小企業なんですけども、有名企業の社

長さんからご紹介いただいて、何度もお願いし

て引き受けていただいたと。その方で、名古屋

に在住されているのですが、さらには今回はト

ヨタの企業が東北に進出すると、第３の拠点を

つくるという情報から、そういった方をお願い

したわけでございますけども、あわせて名古屋

在住で長井出身の山形県の自動車産業コーディ

ネーターの方とか、あるいはトヨタ系企業で活

躍された、例えば副社長であった豊田合成とか、

そういった企業の方が長井出身の方であるとか、

そういったことをいろんなネットワークからご

紹介をいただいて、さまざまな努力が実って昨

年の暮れでございましたけれども、山形県内市

町村では初めてだったと思いますが、長井市単

独で商談会を、トヨタ系の企業から長井にお越

しいただいて、いわゆる取締役、調達部長ぐら

いの方が社員とお越しいただいて商談会をした

と。それで、それに市内10数社が参加して直接、

まだ受注には至っておりませんが、商談中ある

いは見積もり依頼が３社、４社とあったという

ことなど、実績を上げていると思います。また、

その産業振興コーディネーターの方の紹介で、

長井にトヨタ系の企業に限らず大分いろんな方

にお越しいただいて、市内企業のいろんな部分

をごらんいただきました。 

 そんなことでこういうやり方をしてるのは、

やはり山形県内でもそんなにないんじゃないか

なと思っておりまして、３年目のこれからはむ

しろ生産管理とか、あるいはそういった生産技

術の方も指導していただける人材等も、これか

ら必要なんではないかなと。そういったことに

よって、営業力がなかなか中小企業ありません

ので、難しいところがありますので、私ども行

政がそういったところでお手伝いをさせていた

だくという考え方で、長井版のエコノミックガ

ーデニングということで努力をしてるところで

ございます。 

○町田義昭議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 ありがとうございます。 

 やはり雇用をつくっていくっていうのは非常
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に大事な部分で、長井に限らず白鷹、飯豊、や

っぱりここの地域で雇用を拡大していただくと

いうことが本当にこれから大切なことだと思っ

ています。 

 きのう、長井工業の高校、本当に市長のご祝

辞をいただきまして、ありがとうございます。

私もＰＴＡ会長として出席しましたけども、ほ

とんど就職はほぼ100％に近く、若干一、二名

残っているということでしたけども、何とか就

職はできるようなふうになっております。本当

に今回は、ことしは特に厳しい就職でしたけど

も、そういった中で、ここ西置賜は本当に長井

工業高校の生徒たちが守っていくっていう部分

が、これから本当に大事ですけども、やはり受

け皿がないと、「工業高校、本当に必要なの

か」とか、「そんな学級減でいいのでは」って

いうような話になってしまいますので、やっぱ

りしっかり受け皿がこれくらいあるんだよと、

これくらいの人数はまちの中でありますよとい

うふうにしていただいて、そして学級も存続を

していただくというようなことを県の方にもし

っかり言っていかなければならないんだろうな

というふうに思っています。 

 ちょっと話をまた別にしますけども、はなぞ

の保育園と清水保育園の統合の部分ですけども、

基準という部分が、面積とか建物の要綱とかっ

ていう国の基準内容はあるかと思いますけども、

長井市の場合は十分いろんな土地があると思い

ます。都会でないので、やはり子供たちがしっ

かり遊べるとか暮らせる。一日じゅう、そこに

いるわけですので、十分な面積なりを確保して

つくっていただくことができるんじゃないかな

というふうに思っています。そんなに市の土地

にこだわりながら、早急に決めるのではなく、

やはり十分な場所をまず探すということが大事

ではないかと思ってますけども、その辺、市長

の考え方はどうでしょう。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木議員がご指摘の部分ももち

ろん理解できるわけでございますが、まず第１

点は、23年度に何としてもこれをしなければい

けないと、それぐらい施設が老朽化して危ない

ということと、国の制度が大分変わりつつあり

ますので、やはり予算を確保できるうちにこれ

をしなきゃいけないということが、まずござい

ました。 

 あと土地については、市の所有する土地、た

くさん遊休地がございます。かといって、民間

でそれを活用いただけるかと、残念ながら民間

の土地も、中心市街地でも空き地、空き店舗が

目立つ状況でございますから、これは大分安く

しないと売れないだろうと。しかし、そういっ

た中で水道事業所の土地が最終的に今回なった

わけでございますけれども、水道事業の方も結

果としてはございますが、かなり値上げをせざ

るを得ないぐらい経営は厳しくなってます。こ

れは人口がどんどん減っておりますので、利用

者が減少してると、そういった中で設備だけは

相変わらず５万人ぐらいの規模で投資をしなき

ゃいけない、そんなことから結果として最後に

水道事業所の土地が残ったわけでございまして、

その場合、これは市の土地を形として購入しな

きゃいけなくなるわけですけども、民間の土地

を買うんだったら、現在、宅地の状況でござい

ますから、水道事業所運営に資する、そして水

道料の値上げも避けられる、そういったことで

最終的に結果はオーライだろうというふうに思

ったところでございます。民間の土地を例えば

宅地として買った場合、非常に高い、なおかつ

農地であれば、時間がかかるいうこともあって、

今回は結果として一番いい形じゃないかなと考

えております。 

○町田義昭議長 ２番、鈴木悟司議員。 

○２番 鈴木悟司議員 ありがとうございました。 

 これで質問の方、終わります。 

 


